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徳
島
大
学
は
本
学
を
支
え
て
く
だ

さ
る
国
民
の
皆
様
方
に
透
明
性
の
あ

る
財
務
情
報
を
提
供
し
、
大
学
の
財

政
状
態
及
び
運
営
状
況
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
な
責
務
の
一

つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
財
務
レ
ポ
ー
ト
は
、
徳
島
大

学
の
現
在
の
財
務
状
況
を
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、

平
成
29
事
業
年
度
財
務
諸
表
を
も
と

に
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
４
月
、
徳
島
大
学
は
他

の
国
立
大
学
と
同
様
に
法
人
化
し
、

国
か
ら
独
立
し
た
経
営
体
と
し
て
の

運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
平
成
29

事
業
年
度
で
法
人
化
後
14
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

平
成
29
事
業
年
度
の
財
務
状
況

で
す
が
、
経
常
費
用
（
一
年
間
大
学
を

運
営
す
る
た
め
の
費
用
）
に
つ
い
て
は
、

診
療
経
費
及
び
人
件
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
平
成
28
事
業
年
度
と
比
較

し
て
10
・
3
億
円
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
経
常
収
益
（
大
学
の
運
営
に
伴
う

収
益
）
に
つ
い
て
は
、
附
属
病
院
収

益
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成
28
事

業
年
度
と
比
較
し
て
12
億
円
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

大
学
運
営
に
係
る
財
政
基
盤
の
多

く
は
、
国
か
ら
の
補
助
で
支
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
補
助
金
の

大
部
分
を
占
め
る
運
営
費
交
付
金

は
、
法
人
化
翌
年
の
平
成
17
年
度
か

ら
基
幹
と
な
る
部
分
に
効
率
化
や
機

能
強
化
促
進
の
た
め
に
一
定
の
係
数

（
１
％
以
上
）
が
掛
け
ら
れ
、
毎
年
約

１
億
円
ず
つ
（
平
成
30
年
度
ま
で
の
累

計
額
約
15
億
円
）
減
額
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
徳
島
大
学
の
財
政
状
態

が
極
め
て
厳
し
く
な
る
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
こ
の
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
大
学
改
革
等
に
お
け
る
予
算

等
の
獲
得
及
び
自
己
収
入
の
増
加
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
少
な
く

と
も
平
成
33
年
度
ま
で
こ
の
減
額
が

予
定
さ
れ
て
い
る
中
、
安
定
し
た
経

営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
更
な

る
経
費
の
節
減
を
図
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
外
部
資
金
の
獲
得
に
努
め

て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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貸借対照表の概要損益計算書の概要
資産の部
土地
建物
建物附属設備
構築物
工具器具及び備品等
図書
投資有価証券
現金及び預金
未収附属病院収入
有価証券
その他（建設仮勘定等）

資産の部合計

経常費用
業務費
　教育経費
　研究経費
　診療経費
　教育研究支援経費
　受託研究等経費
　人件費
一般管理費
財務費用
　経常費用合計

経常収益
運営費交付金収益
学生納付金収益
附属病院収益
受託研究等収益
施設費収益
補助金等収益
寄附金収益
資産見返負債戻入
雑益
　経常収益合計

臨時損失
固定資産除却損
その他臨時損失等
減損損失
　臨時損失合計

臨時利益
保険金収入等
　臨時利益合計

当期総利益
当期総利益

目的積立金取崩額

目的積立金取崩額

負債の部
資産見返負債
借入金
未払金
運営費交付金債務
寄附金債務 
その他
　負債の部合計

純資産の部
資本金
資本剰余金
利益剰余金
　純資産の部合計

負債及び純資産合計

448.1
254.5
96.7
19.5
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増減 増減

増減

増減

（単位 : 億円）（単位 : 億円）

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも計及び増減は一致しません。 

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも計及び増減は一致しません。

【資産の概要】
・土地が全体の4割を占めています。
・建物、建物附属設備、構築物の減は、歯学部校舎改修工事等を実施しましたが、減価 

   償却費がこれを上回ったことによるものです。
・工具器具及び備品等の減は、病院医療設備のデジタルX線撮影システム等を整備しま
  したが、減価償却費及び除却費がこれを上回ったことによるものです。
・投資有価証券、有価証券の減は、満期到来に伴うものです。
・現金及び預金の増は、投資有価証券、有価証券からの移替え等によるものです。

【経常費用の概要】
・ 経常費用は、人件費が全体の約5割を占めています。
・ 教育経費、研究経費の減は、消耗品費等の減少によるものです。
・ 診療経費の増は、附属病院収益の増加に伴う医薬品や診療材料等の増加によるも 
  のです。
・ 人件費の増は、退職手当の増加等によるものです。

【負債の概要】
・借入金が全体の半数近くを占めています。
・資産見返負債の減は、資産取得によって生じた債務を減価償却費及び除却費が上
   回ったことによるものです。
・借入金の減は、病院の施設、設備に係る借入金の返済を行ったことによるものです。
・未払金の減は、契約期間の満了等により医療機器等のリース債務が減少したことに
   よるものです。

【経常収益の概要】
・ 経常収益は、運営費交付金収益と附属病院収益で全体の約8割を占めています。
・ 運営費交付金収益の増は、退職手当の増加等によるものです。
・ 附属病院収益は、入院延患者数及び手術件数の増加等により10.3億円の増加となっ 
  ています。
・ 受託研究等収益、補助金等収益の増は、受入額の増加によるものです。

貸借対照表は、決算日（平成30年3月31日）における徳島大学の全ての資産、負債及び純資産を記
載することによりその財政状態を明らかにすることを目的としています。

損益計算書は、事業年度内に徳島大学が実施した事業等により発生した全ての費用と収益を記載
することによりその運営状況を明らかにしています。

資産構成（29年度）

資産合計
1,109.3億円

土地
40%

建物
23%

現金及び
預金 9%

建物附属
設備
9%構築物 2%

工具器具及び
備品等 6%

図書 2%

投資有価証券 3%

有価証券 0.5%

その他（建物仮勘定等） 1.5%

運営費交付金債務 
1%

未収
附属病院
収入4%

負債構成（29年度）

負債合計
466.1億円

資産見返
負債21%

大学改革支援・学位授与
機構債務負担金13%

未払金 15%

寄附金債務
14%

その他 3%

長期借入金
33%

借入金 46%

経常費用構成（29年度）

経常費用合計
455.3億円

受託研究等経費4%

教育、研究、
支援経費
10%

診療経費
34%病院

人件費
24%

病院以外
人件費
25%人件費

49%

財務費用 0.5%

一般管理費
2.5%

経常収益構成（29年度）

経常収益合計
461.2億円

学生納付金
収益10%

運営費
交付金収益
27%

その他
6%

附属病院収益
50%

受託研究等
収益 4%

寄附金収益 3%
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平
成
29
事
業
年
度
は
第
３
期
中
期
目

標
・
中
期
計
画
期
間
（
平
成
28
事
業
年

度
～
平
成
33
事
業
年
度
）
の
２
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。
本
事
業
年
度
の
徳
島
大

学
は
、
自
己
収
入
の
確
保
、
予
算
の
効

率
的
執
行
に
努
め
た
結
果
、
経
常
収
益

が
12
億
円
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
当
期

総
利
益
が
２
・
３
億
円
増
加
す
る
等
、

良
好
な
財
務
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤
を

支
え
る
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
本
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
で
安
定
し
た
経
営
を

行
う
た
め
に
は
、
更
な
る
経
費
の
節
減
、

自
己
収
入
の
増
加
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
研
究
資
金
の
確

保
及
び
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
努
め
る

と
と
も
に
「
知
を
創
り
、
地
域
に
生
き
、

世
界
に
は
ば
た
く
徳
島
大
学
」
と
し
て
、

教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
及
び
診
療
の

各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
充
実
と
不
断

の
見
直
し
・
改
善
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当期総利益・目的積立金の推移

当期総利益 （     うち目的積立金） 　国立大学法人は、原則として企業会計に基づき会計処理を行いますが、公共的な
性格を有していること、利益の獲得を目的としないこと、独立採算制を前提としないこ
と、補助金（運営費交付金）を受けて事業を実施する法人であることなどから、損益均
衡の原理が会計制度の基本となっています。一方で、経費の節減、自己収入の増加
など経営努力を行った際には利益が生じることになり、当期総利益のうち文部科学
大臣の承認を受けた額については目的積立金として積み立てられ、翌事業年度以降
への繰越及び使用が可能となります。平成29事業年度は当期総利益が3.4億円生
じており、うち2.7億円が、目的積立金として文部科学大臣の承認を受けようとする額
となります。
　この目的積立金は、徳島大学の中期計画で定めた使途に充てることができ、「決
算において剰余金が発生した場合は、教育研究の質の向上及び組織運営の改善
に充てる」と定めています。

【目的積立金の概略】

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

【
ま
と
め
】

16

12

8

4

0

（2.7）

平成29事業年度における教育・研究活動及び診療活動等の取組

【地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣプラス 
文部科学省：大学教育再生戦略推進費）】
平成29事業年度 支出額 約3，400万円
　平成30年2月23日付けで、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業委員会
による中間評価結果が公表され、徳島大学が申請代表校となり実施している「とくし
ま元気印イノベーション人材育成プログラム」（平成27～31事業年度）が「S：計画を
超えた取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を十分に達成
することができる。」（採択42件中5件）として、最高評価を得ました。
　COCプラスは、大学が地方公共団体や企業等と協働し、魅力ある就職先を創出・
開拓するとともに、地域ニーズに応じた人材育成に必要な教育カリキュラム改革を行
う取組の支援により、地方創生の中心となる「ひと」を地方に集積する事業です。県
内の大学や高等専門学校、自治体、企業、団体、NPO等計39機関による事業協働
体を形成し、それぞれの特性を活かした緊密な連携のもと、チュートリアル方式を取り
入れたインターンシップをはじめとする教育プログラムの開発や雇用創出に取り組み、
事業終了までの5年間で学生の県内就職率10％向上を目指します。

【徳島県全域医療介護連携ネットワーク「阿波あいネット」】
平成29事業年度 支出額 約2億2，100万円
　徳島大学病院が中心となり、同意を得た患者の診療情報等を徳島県内の
複数の医療機関や介護施設で共有・参照することで患者によりよい医療・介
護サービスを提供することを目的とした、徳島県全域のクラウド型医療情報連
携基盤（EHR：Electronic Health Record）による医療介護情報連携ネット
ワーク「阿波あいネット」を構築し（総務省「クラウド型EHR高度化事業」に採
択）、運営体制を整備しました。
　なお、この「阿波あいネット」については、徳島県内の約100近くの医療介
護等施設（32病院、35診療所、2薬局、2歯科診療所、23在宅・介護施設）
の参画を得るとともに、2万2千人を超える地域住民の参加同意を得て、平成
30年度から運用を開始することとなっています。

を
打
ち
明
け
ら
れ
る
と
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
悩
み
事
が
す
ぐ
に
解
決
す
れ
ば
良

い
の
で
す
が
、
相
談
し
た
当
事
者
も
簡

単
に
は
解
決
し
な
い
こ
と
は
重
々
承
知

し
て
い
る
場
合
が
多
い
も
の
で
す
。
む

し
ろ
「
大
変
だ
っ
た
ね
」「
そ
の
中
で

も
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
ね
」
と
そ
の
人

の
話
を
共
感
的
に
聞
い
て
く
れ
る
こ
と

を
求
め
て
い
た
り
し
ま
す
。
普
段
話
し

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
あ
そ

に
行
け
ば
話
を
共
感
的
に
聞
い
て
く
れ

る
人
が
い
る
、
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ

る
と
い
う
感
覚
を
持
て
る
こ
と
が
大
き

な
安
心
感
と
心
の
安
定
を
も
た
ら
し
ま

す
。
人
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
傷
つ

き
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
癒

や
し
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
で

す
。

　
近
年
、
自
然
災
害
、
事
件
、
事
故
と

い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
る
際
に

付
随
し
て
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と
い
う
言

葉
を
メ
デ
ィ
ア
で
見
聞
き
す
る
の
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
に
出
会
う
体
験
で
あ

る
ト
ラ
ウ
マ
に
対
し
て
、
心
理
的
な
ケ

ア
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
高

ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に

近
年
の
研
究
で
は
、
我
々
が
思
っ
て
い

る
以
上
に
多
く
の
人
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な

る
よ
う
な
出
来
事
に
遭
遇
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
体
験
数
が
多
け
れ
ば
多
い

ほ
ど
、
心
身
の
健
康
へ
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
ト
ラ
ウ
マ
の
ケ
ア
の

心
構
え
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

当
事
者
の
心
理

　
一
般
的
に
ト
ラ
ウ
マ
を
受
け
た
直
後

は
、
直
接
的
な
心
理
的
ケ
ア
よ
り
も
当

事
者
を
取
り
巻
く
環
境
面
の
調
整
が
優

先
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
例
え

ば
、
食
料
、
衣
服
、
住
ま
い
が
足
り
て

い
な
い
の
で
あ
れ
ば
衣
食
住
の
提
供

を
、
人
間
関
係
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
あ

れ
ば
関
係
調
整
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
間
接
的
に
心
の

安
定
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
出
来
事

の
直
後
は
目
の
前
の
こ
と
を
処
理
し
て

い
く
こ
と
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
、
出
来
事
か
ら
し
ば
ら
く

経
過
し
事
態
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、

関
わ
っ
て
く
れ
る
人
が
減
少
し
た
り
、

自
分
自
身
に
生
じ
た
こ
と
を
振
り
返
る

時
間
が
増
え
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
集

中
力
の
低
下
、
不
眠
、
や
る
気
が
出
な

い
、
い
や
な
出
来
事
を
思
い
出
し
て
し

ま
う
、
外
出
し
た
く
な
い
と
い
っ
た

様
々
な
反
応
が
出
て
い
る
こ
と
を
認
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
だ
け
が

取
り
残
さ
れ
て
い
る
感
覚
を
持
ち
、
周

り
に
勇
気
を
出
し
て
相
談
を
持
ち
か
け

て
も
「
過
去
の
こ
と
な
ん
だ
か
ら
、
忘

れ
た
方
が
い
い
よ
」「
前
を
向
い
た
方

が
い
い
よ
」
と
周
囲
は
励
ま
す
つ
も
り

で
掛
け
た
言
葉
に
当
事
者
が
大
き
く
傷

つ
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

当
事
者
は
「
忘
れ
た
い
け
ど
、
忘
れ
ら

れ
な
い
」「
前
を
向
き
た
い
け
ど
向
け

な
い
」
と
感
じ
、
そ
の
よ
う
に
思
う
こ

と
が
で
き
な
い
自
分
は
ダ
メ
な
の
だ
ろ

う
か
と
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
た
り
、
周

囲
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
、
話
す
の
を
や

め
よ
う
と
い
う
感
覚
を
抱
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
周
囲

と
距
離
を
取
り
、
独
り
で
悩
み
事
を
抱

え
込
ん
で
い
る
こ
と
は
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

語
れ
る
場
所
の
大
切
さ

　
我
々
は
、
相
手
か
ら
大
き
な
悩
み
事

「トラウマの
  ケア」
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子
供
が
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
広
報
活
動
は
非
常

に
大
切
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大

学
の
発
展
は
地
域
の
発
展
と
密
接
し

て
い
ま
す
。
世
界
の
た
め
や
学
問
の

発
展
の
た
め
の
研
究
も
大
切
で
す
が
、

大
学
と
し
て
地
域
の
産
業
発
展
の
た

め
に
貢
献
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。（
地
域
貢
献
）
冬
号
23
ペ
ー
ジ

の
内
容
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
「
徳
島
大

学
の
産
学
連
携
」
と
題
し
て
、
冬
号

23
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
発
展
さ
せ
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
如
何
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
と
くTalk

で
は
、
こ

れ
か
ら
も
読
者
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
希
望
を
可

能
な
限
り
誌
面
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

保健管理・総合相談センター 
総合相談部門 助教

中村 有吾 （なかむら ゆうご）
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